
JP 6545725 B2 2019.7.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して基地局（Ｂ
Ｓ）との通信を実施することと、
　前記通信を実施しながら、前記第１のエアインターフェースから第２のエアインターフ
ェースへの前記無線構成要素のチューンアウェイを検出することと、
　前記チューンアウェイの完了時に、前記ＢＳへの自律再送信のために１つまたは複数の
パケットをスケジュールすることと、ここにおいて、前記チューンアウェイの完了時は、
前記チューンアウェイの検出が完了した時、または前記検出されたチューンアウェイが完
了した時である、ここにおいて、前記１つまたは複数のパケットが、前記チューンアウェ
イにより、送信されることに失敗した、または失敗したと仮定される１つまたは複数のパ
ケットであり、ここにおいて、前記自律再送信は、前記ＢＳから要求またはフィードバッ
クを最初に受信することなしに実施される、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のエアインターフェースが前記ＵＥの第１の加入者識別モジュール（ＳＩＭ）
に関連付けられ、前記第２のエアインターフェースが前記ＵＥの第２のＳＩＭに関連付け
られる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第１のエアインターフェースが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連付けられ
、前記第２のエアインターフェースが第２のＲＡＴに関連付けられる、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のパケットは、
　前記チューンアウェイによりそれの送信が失敗したと仮定されるトランスポートブロッ
ク上で搬送された１つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記通信がハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）通信を備え、ここにおいて、前記１
つまたは複数のパケットがＨＡＲＱパケットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のパケットが、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおける再送信の
ためにスケジュールされる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　非確認応答モード（ＵＭ）無線ベアラ上で前記１つまたは複数のスケジュールされたパ
ケットを前記ＢＳに再送信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥと前記ＢＳとの間のリンクの品質を決定するために使用される再送信カウンタ
を維持することと、
　前記１つまたは複数のパケットの前記スケジュールされた再送信について前記再送信カ
ウンタを増分しないことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のパケットの前記スケジュールされた再送信の後の時間期間内に前
記ＢＳから無線リンク制御（ＲＬＣ）否定応答（ＮＡＣＫ）を受信することと、
　前記ＲＬＣ　ＮＡＣＫが前記１つまたは複数のパケットのうちの１つのパケットに対応
すると決定することと、
　前記決定に基づいて、前記ＲＬＣ　ＮＡＣＫへの応答を生成しないと決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおいて、トランスポートブロック上で搬送された１
つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を追跡すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　トランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを追跡することは、
　前記１つまたは複数のＰＤＵの論理チャネルＩＤ（ＬＣ＿ＩＤ）、および前記１つまた
は複数のＰＤＵがデータＰＤＵを備えるのか制御ＰＤＵを備えるのか、のうちの少なくと
も１つを追跡すること
　を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　トランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを追跡することが、
　データＰＤＵのシーケンス番号、セグメントオフセット、およびペイロードサイズのう
ちの少なくとも１つを追跡すること
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して基地局（Ｂ
Ｓ）との通信を実施するための手段と、
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　前記通信を実施しながら、前記第１のエアインターフェースから第２のエアインターフ
ェースへの前記無線構成要素のチューンアウェイを検出するための手段と、
　前記チューンアウェイの完了時に、前記ＢＳへの自律再送信のために１つまたは複数の
パケットをスケジュールするための手段と、ここにおいて、前記チューンアウェイの完了
時は、前記チューンアウェイの検出が完了した時、または前記検出されたチューンアウェ
イが完了した時である、ここにおいて、前記１つまたは複数のパケットが、前記チューン
アウェイにより、送信されることに失敗した、または失敗したと仮定される１つまたは複
数のパケットであり、ここにおいて、前記自律再送信は、前記ＢＳから要求またはフィー
ドバックを最初に受信することなしに実施される、
　を備える、装置。
【請求項１４】
　コンピュータに、請求項１から１２のうちのいずれかに記載の方法を実施させるための
コンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体がともに参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年６
月２３日に出願された米国仮特許出願第６２／０１５，９４６号、および２０１５年６月
２２日に出願された米国特許出願第１４／７４６，５３３号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、チューンアウェイ（tu
ne away）中のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request
）失敗時の高速無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）再送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンスト（LTE-Advanced）は、第
３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partn
ership Project）によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシ
ステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）モバイル規格の拡張
のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロードバ
ンドインターネットアクセスをより良くサポートすることと、コストを下げることと、サ
ービスを改善することと、新しいスペクトルを利用することと、ダウンリンク（ＤＬ）上
ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力
多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合することと
を行うように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する
需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、こ
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れらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能
であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本開示の望ましい属性を担当するわけではない。次に
、以下の特許請求の範囲によって表される本開示の範囲を限定することなしに、いくつか
の特徴について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形
態」と題するセクションを読めば、本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるア
クセスポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解さ
れよう。
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、チューンアウェイ中のハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）失敗時の高速無線リンク制御（ＲＬＣ）再送信のための技法および装置を提供
する。
【０００７】
　[0007]いくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法を提
供する。本方法は、概して、第１のエアインターフェースにチューニングされた（tuned
）無線構成要素を使用して基地局（ＢＳ）との通信を実施する（perform）ことと、通信
を実施しながら、第１のエアインターフェースから第２のエアインターフェースへの無線
構成要素のチューンアウェイを検出することと、チューンアウェイの完了時に、ＢＳへの
再送信のために１つまたは複数のパケットをスケジュールすることと、ここにおいて、１
つまたは複数のパケットが、チューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つま
たは複数のパケットである、を含む。
【０００８】
　[0008]いくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置
は、概して、第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して
ＢＳとの通信を実施するための手段と、通信を実施しながら、第１のエアインターフェー
スから第２のエアインターフェースへの無線構成要素のチューンアウェイを検出するため
の手段と、チューンアウェイの完了時に、ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケ
ットをスケジュールするための手段と、ここにおいて、１つまたは複数のパケットが、チ
ューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットである、を
含む。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置
は、概して、第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して
ＢＳとの通信を実施することと、通信を実施しながら、第１のエアインターフェースから
第２のエアインターフェースへの無線構成要素のチューンアウェイを検出することと、チ
ューンアウェイの完了時に、ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケットをスケジ
ュールすることと、ここにおいて、１つまたは複数のパケットが、チューンアウェイによ
り、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットである、を行うように構成され
た少なくとも１つのプロセッサを含む。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様は、コンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読媒
体を提供する。コンピュータ実行可能コードは、概して、第１のエアインターフェースに
チューニングされた無線構成要素を使用してＢＳとの通信を実施するためのコードと、通
信を実施しながら、第１のエアインターフェースから第２のエアインターフェースへの無
線構成要素のチューンアウェイを検出するためのコードと、チューンアウェイの完了時に
、ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケットをスケジュールするためのコードと
、ここにおいて、１つまたは複数のパケットが、チューンアウェイにより、送信されるこ
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とに失敗した１つまたは複数のパケットである、を含む。
【００１１】
　[0011]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面
に、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいくつかを示すも
のであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする
。
【００１２】
　[0012]本開示の上述の特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にその一部を示す
態様を参照することによって、上記で手短に要約されたより具体的な説明が得られ得る。
ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本開示のいく
つかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと見なされる
べきではないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】[0013]本開示のいくつかの態様による、ネットワークアーキテクチャの一例を示
す図。
【図２】[0014]本開示のいくつかの態様による、アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0015]本開示のいくつかの態様による、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）におけるダウンリンク（ＤＬ）フレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0016]本開示のいくつかの態様による、ＬＴＥにおけるアップリンク（ＵＬ）フ
レーム構造の一例を示す図。
【図５】[0017]本開示のいくつかの態様による、ユーザおよび制御プレーンのための無線
プロトコルアーキテクチャの一例を示す図。
【図６】[0018]本開示のいくつかの態様による、アクセスネットワーク中の発展型ノード
Ｂ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）の一例を示す図。
【図７】[0019]本開示のいくつかの態様による、チューンアウェイ中のハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）失敗時の高速無線リンク制御（ＲＬＣ）再送信のための例示的なコ
ールフローを示す図。
【図８】[0020]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作を
示す図。
【図８Ａ】[0021]本開示のいくつかの態様による、図８に示された動作を実施することが
可能な例示的な手段を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0022]本開示のいくつかの態様は、チューンアウェイ中のハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）失敗時の高速無線リンク制御（ＲＬＣ）再送信のための技法および装置を提供
する。ユーザ機器（ＵＥ）はチューンアウェイし得、ＨＡＲＱ通信中に行われ得る。この
場合、基地局によって失敗が認識され、再送信のための要求が送られるまでに時間がかか
り得る。いくつかのシステムでは、この時間遅延は性能を不相応に劣化させ得る。この問
題の１つの潜在的ソリューションは、アップリンク許可が利用可能になるとすぐに、失敗
した、または潜在的に失敗した、送信または再送信に関連付けられたトランスポートブロ
ック上で搬送されたすべてのパケットを再送信することを伴い（involve）得る。本方法
は、ラウンドトリップ時間を低減し、性能劣化を緩和し得る。
【００１５】
　[0023]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細
を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者
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には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく
知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１６】
　[0024]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、またはそれらの組合せを使用して実装され得る。そのような要素がハードウェアとし
て実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的なシス
テムに課される設計制約に依存する。
【００１７】
　[0025]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実施するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア／ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ファームウェア、ルーチン、
サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを
意味すると広く解釈されたい。
【００１８】
　[0026]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒
体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュータ可読媒体
はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒
体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＰＣＭ（相変化メモリ）、フラッシ
ュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまた
は他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得
る、任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商
標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc
）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
例示的なワイヤレス通信システム
　[0027]図１は、本開示の態様が実施され得るＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００
を示す図である。たとえば、ユーザ機器（ＵＥ）１０２は、第１のエアインターフェース
にチューニングされた無線構成要素を使用してｅＮＢ１０６とのハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）通信を実施し得る。ＵＥ１０２は、ＨＡＲＱ通信を実施しながら、第１の
エアインターフェースから第２のエアインターフェースへの無線構成要素のチューンアウ
ェイを検出し得、チューンアウェイの完了時に、ＵＥ１０２は、ｅＮＢ１０６へチューン
アウェイにより、送信されることに失敗したｅＮＢ１０６への再送信のために１つまたは
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複数のパケットをスケジュールし得る。
【００１９】
　[0028]ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：
Evolved Packet System）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複
数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ
－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パ
ケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：H
ome Subscriber Server）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳ
は他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエ
ンティティ／インターフェースは図示されていない。例示的な他のアクセスネットワーク
は、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）ＰＤＮ、イ
ンターネットＰＤＮ、管理ＰＤＮ（たとえば、プロビジョニングＰＤＮ）、キャリア固有
のＰＤＮ、事業者固有のＰＤＮ、および／またはＧＰＳ　ＰＤＮを含み得る。図示のよう
に、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に諒解するように、本開
示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービス（circuit-switched service
s）を提供するネットワークに拡張され得る。
【００２０】
　[0029]Ｅ－ＵＴＲＡＮは発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含む
。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプ
ロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホ
ール）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、基地トラン
シーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、
アクセスポイント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６
は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与え得る。ＵＥ１０２の例として
は、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session in
itiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球
測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ
（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、ネットブック、スマー
トブック、ウルトラブック、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は
、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス
ユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信
デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤ
レス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、
クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２１】
　[0030]ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰ
Ｃ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１
２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１
０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラお
よび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通
して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続さ
れる。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与える
。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続される。事業者のＩＰ
サービス１２２は、たとえば、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサ
ブシステム（ＩＭＳ）、およびＰＳ（パケット交換）ストリーミングサービス（ＰＳＳ：
PS Streaming Service）を含み得る。このようにして、ＵＥ１０２は、ＬＴＥネットワー
クを通してＰＤＮに結合され得る。
【００２２】
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　[0031]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８はリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio head
）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえ
ば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅ
ＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ
２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを提供する（provide）ように構成される。
アクセスネットワーク２００のこの例には集中型コントローラはないが、代替構成では集
中型コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリ
ティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への
接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。ネットワーク２００はまた、１つまた
は複数のリレー（図示せず）を含み得る。一適用例によれば、ＵＥはリレーとして働き（
serve）得る。
【００２３】
　[0032]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者が以下の詳細な説明から容易に
諒解するように、本明細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし、
これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の通信規格に容易に拡張され
得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－Ｄ
Ｏ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultr
a Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規
格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd 
Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であ
り、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用す
る。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤ
ＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グロー
バルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、な
らびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およ
びＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥお
よびＧＳＭは３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢ
は３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格お
よび多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される全体的な設計制約に依存す
ることになる。
【００２４】
　[0033]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（たとえば、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
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グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、各空間的にプリコーディングされたデータストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００２５】
　[0034]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２６】
　[0035]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間
干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が
各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補
償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２７】
　[0036]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、０～９のインデックスをもつ等しいサイズの１０個のサブフレームに
分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタ
イムスロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソース
ブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リ
ソースブロックは、周波数領域において１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各
ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスの場合、時間領域において７
個の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでおり、すなわち８４個のリソース要素を含んでい
る。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロックは、時間領域において６
個の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２
、Ｒ３０４として示されるリソース要素のうちのいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：
DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル
固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-speci
fic RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信
される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって
、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータ
レートは高くなる。
【００２８】
　[0037]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、それぞれ、ノーマルサイクリ
ックプレフィックス（ＣＰ）をもつ各無線フレームのサブフレーム０および５の各々中の
シンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号はセル検出および収集のためにＵＥに
よって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１中のシンボル期間０～３に
おいて物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）を送り
得る。ＰＢＣＨは、あるシステム情報を搬送し得る。
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【００２９】
　[0038]ｅＮＢは、各サブフレームの第１のシンボル期間において物理制御フォーマット
インジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）
を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシン
ボル期間を搬送し得、ただし、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サブフレームごと
に変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満である、小さいシス
テム帯域幅では４に等しくなり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル
期間において物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicato
r Channel）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control
 Channel）とを送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポ
ートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する
情報と、ダウンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレ
ームの残りのシンボル期間において物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送り
得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信がスケジュールされたＵＥのための
データを搬送し得る。
【００３０】
　[0039]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間においてシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤ
ＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、Ｐ
ＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰ
ＤＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００３１】
　[0040]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素（ＲＥ：resource element）は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリ
アをカバーし得、実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用
され得る。各シンボル期間において基準信号のために使用されないリソース要素は、リソ
ース要素グループ（ＲＥＧ：resource element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは１
つのシンボル期間において４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期
間０において、周波数にわたってほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。
ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡
散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは
、すべてシンボル期間０に属し得るか、またはシンボル期間０、１、および２に拡散され
得る。ＰＤＣＣＨは、たとえば、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥＧ
から選択され得る、９個、１８個、３６個、または７２個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧ
のいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。本方法および装置の態様
において、サブフレームは、２つ以上のＰＤＣＣＨを含み得る。
【００３２】
　[0041]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合
せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して許可される組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、
ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３３】
　[0042]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のために
ＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべての



(11) JP 6545725 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

リソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の
連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００３４】
　[0043]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。Ｕ
Ｅは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デー
タセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信
し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピング
し得る。
【００３５】
　[0044]初期システムアクセスを実施し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングをも搬送することができない。各ランダムアクセスプリア
ンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は
ネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、
ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨに
はない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレ
ームのシーケンス中で搬送され、ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試
みのみを行うことができる。
【００３６】
　[0045]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３
とともに示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイ
ヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ
２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵ
ＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００３７】
　[0046]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロ
トコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレイヤとを含む。図
示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８において終端さ
れるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たとえば、ファーエ
ンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含めてＬ２レイ
ヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３８】
　[0047]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂った
受信を補正するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０
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はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック）
を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３９】
　[0048]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６
は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲ
ＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００４０】
　[0049]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、
パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルとの間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソース割振
りとを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケッ
トの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００４１】
　[0050]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（
ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrat
ure phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keyi
ng）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づ
く信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとインタ
ーリービングとを含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで並列ストリー
ムに分割される。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送
する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域
および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで
逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合
成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリ
コーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよ
び変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値
は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバック
から導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異な
るアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ス
トリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４２】
　[0051]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実施する。複数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、
高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波
数領域に変換する。周波数領域信号はＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭ
シンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号とは、ｅＮＢ６１
０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレーションポイントを決定する
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ことによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって
計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６
１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デインタ
ーリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９に
与えられる。
【００４３】
　[0052]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号
（deciphering）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイ
ヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク
６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与
えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするため
に肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検
出を担当する。
【００４４】
　[0053]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当す
る。
【００４５】
　[0054]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４６】
　[0055]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４７】
　[0056]コントロール／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ル／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの
上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７
５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコル
を使用する誤り検出を担当する。コントローラ／プロセッサ６７５、６５９は、それぞれ
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ｅＮＢ６１０およびＵＥ６５０における動作を指示し得る。ＵＥ６５０におけるコントロ
ーラ／プロセッサ６５９ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、動作、た
とえば、それぞれ図７および図８の動作７００および動作８００、ならびに／または本明
細書で説明する技法のための他のプロセスを実施または指示し得る。
【００４８】
　[0057]一態様では、ＵＥ６５０は、デュアルＳＩＭ能力（デュアル加入者識別モジュー
ル）で構成され得る。そのような態様では、ＵＥ６５０（たとえば、ＵＥ１０２、ＵＥ２
０６など）は、デュアルＳＩＭ能力を有し得、２つのＳＩＭカードを保持するために２つ
のＳＩＭアダプタを含み得る。デュアルＳＩＭ動作は、単一のＵＥによる、異なる無線周
波数（ＲＦ）チャネル上で動作する２つのサービス（またはネットワーク）の使用を可能
にする。別の態様では、デュアルＳＩＭ動作は、各無線アクセス技術（ＲＡＴ）へのアク
セスが異なるＳＩＭカードに基づき得る、２つまたはそれ以上のＲＡＴの使用を可能にし
得る。
チューンアウェイ中のＨＡＲＱ失敗時の例示的な高速ＲＬＣ再送信
　[0058]無線チューンアウェイは、ワイヤレス通信システムにおいてますます一般的にな
っている特徴である。無線チューンアウェイは、無線周波数（ＲＦ）構成要素におけるよ
り高い機能性と低減されたコストとを可能にし得る。無線チューンアウェイは、デュアル
加入者識別モジュール（ＳＩＭ：Subscriber Identity Module）デュアルスタンバイ（Ｄ
ＳＤＳ：Dual SIM Dual Standby）、デュアルＳＩＭデュアルアクセス（ＤＳＤＡ：Dual 
SIM Dual Access）、または単一無線ＬＴＥ（ＳＲＬＴＥ：Single Radio LTE）をサポー
トするデバイスにおいて使用され得る。ユーザ機器（ＵＥ）（たとえば、ＵＥ１０２など
）は、第１のＲＦから、異なるエアインターフェース技術、異なるＲＦ、または異なるＳ
ＩＭに関係するエアインターフェースなどを含み得る、通信の異なる手段にチューンアウ
ェイし得る。
【００４９】
　[0059]デュアルＳＩＭデュアルスタンバイ（ＤＳＤＳ）ＵＥは、待機している（すなわ
ち、呼／データ接続を待っている）両方のＳＩＭカードで構成され得る。一方のＳＩＭカ
ード上で接続（たとえば、呼／データ）が確立されたとき、他方のＳＩＭカードはもはや
アクティブではない。デュアルＳＩＭ構成では、両方のＳＩＭは、一度に一方のＳＩＭの
みが１つまたは複数のアンテナを使用し得るように、１つまたは複数のアンテナをタイム
シェアリングする。３ＧＰＰ規格に従って、デュアルＳＩＭ構成を有するＵＥが（ＳＩＭ
の一方に関連付けられた）１つのチャネル上でアクティブ呼を有する間、ＵＥは、呼また
はデータについて検査するために、（他方のＳＩＭに関連付けられた）別のチャネルを監
視するためにこのアクティブチャネルから周期的にチューンアウェイする。
【００５０】
　[0060]しかしながら、デュアルＳＩＭアクティブフォンまたはデュアルアクティブフォ
ンとも呼ばれるデュアルＳＩＭデュアルアクセス（ＤＳＤＡ）は、２つのトランシーバを
装備し（come with）、両方のＳＩＭカード上で呼を受信することが可能である。
【００５１】
　[0061]単一無線ＬＴＥ（ＳＲ－ＬＴＥ）デバイスはただ１つの受信機を有する。ＳＲ－
ＬＴＥデバイス（たとえば、ＳＲ－ＬＴＥ　ＵＥ）では、デバイスがＬＴＥネットワーク
に接続された場合、デバイスは、ＬＴＥからのフルチューンアウェイ（ＦＴＡ：full tun
e away）を実施し、別の無線アクセス技術（ＲＡＴ）（たとえば、ＧＳＭまたは１ｘＲＴ
Ｔ）のページングチャネル監視を行うためにＲＦリソースを使用し得る。
【００５２】
　[0062]無線チューンアウェイは、ＵＥが、限定はしないが、ファイル転送プロトコル（
ＦＴＰ）、ウェブブラウジングなどを含むサービスのためのトランスポートを与えるＬＴ
Ｅ接続状態にある（たとえば、ｅＮＢ１０６に接続されている）間に行われ得る。ＬＴＥ
からのチューンアウェイは、特に、チューンアウェイしないＵＥと比較して、性能、たと
えばＵＥのスループットに影響を及ぼし得る。伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）上でインタ
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ーネットトラフィックを搬送することなど、いくつかの適用例では、増加したラウンドト
リップ時間（ＲＴＴ）が、チューンアウェイによって誘発された性能劣化を増加させ得る
。
【００５３】
　[0063]たとえば、ＵＥ無線リンク制御（ＲＬＣ）は、アップリンクトランスポートブロ
ック上でシーケンス番号ＳＮ＝０をもつプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を送信し得
る。送信または後続のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信中に、チューンアウ
ェイが行われ得る。チューンアウェイは、送信の有効性を低減し得、物理レイヤにおいて
アップリンク（ＵＬ）送信失敗を生じ得る。物理レイヤ失敗は、受信ｅＮＢにおいてＲＬ
Ｃレイヤによって検出され、回復され得る。もしｅＮＢ　ＲＬＣが次のＲＬＣシーケンス
番号ＳＮ＝１を受信したときは、一般に、検出が行われる。ｅＮＢは、次いで、一般に４
０～５０ｍｓの範囲内の順序付けタイマーを実行し得、その後に、ｅＮＢは、ＳＮ＝０が
送信することに失敗したと宣言し得る。ｅＮＢは、ＵＥがＳＮ＝０を再送信するように要
求するＲＬＣステータスＰＤＵをＵＥに送り得る。ｅＮＢが、再送信されたＳＮ＝０を正
常に受信したとき、ｅＮＢは、ＳＮ＝０およびＳＮ＝１中で搬送されたＲＬＣサービスデ
ータユニット（ＳＤＵ）を上位レイヤに配信することが最終的に可能になり得る。この可
能なシナリオでは、チューンアウェイは、ＲＴＴに少なくとも４０～５０ｍｓの遅延を追
加し得る。トランスポート制御プロトコル（ＴＣＰ）スループットが送信ウィンドウおよ
びＲＴＴの関数である場合、ＲＴＴの増加は、性能に対して不釣り合いな悪影響を有し得
る。
【００５４】
　[0064]本明細書で説明する本発明のいくつかの態様は、状態の可能な検出と、緩和機構
と、その機構を微調整する際に考慮すべき追加の態様とを含み得る。
【００５５】
　[0065]いくつかの態様によれば、チューンアウェイは、ＨＡＲＱ通信中に、たとえば、
ＨＡＲＱ送信または再送信の最中に行われ得る。場合によっては、ＵＥは、サービングｅ
ＮＢによって、ＵＥの最後のＨＡＲＱ再送信を空にすることを要求され得る。この場合、
ＨＡＲＱは失敗したと見なされ（たとえば、ＵＥによって仮定され（assumed））得、Ｒ
ＬＣは、回復がトリガされ得るように、失敗を通知され得る。このオカレンス（occurren
ce）の悪影響を緩和するために、ＵＥは、ＲＬＣレベルにおいて、失敗した（または失敗
したと仮定される）ＨＡＲＱ送信または再送信に対応するトランスポートブロック上で搬
送されたすべてのＰＤＵを再送信することを（たとえば、自律的に）試み得る。これは、
ＵＬ許可がＵＥにとって利用可能になるとすぐに、チューンアウェイ期間中に潜在的に紛
失したＰＤＵが再送信されることを保証し得る。いくつかの態様によれば、ＵＥは、ｅＮ
Ｂから要求またはフィードバックを最初に受信することなしにパケットを再送信する。
【００５６】
　[0066]図７に、本開示のいくつかの態様による、チューンアウェイ中のＨＡＲＱ失敗時
の高速ＲＬＣ再送信のための例示的なコールフローを示す。図７に示されているように、
７０２において、ＵＥ７０１はＢＳ７０３とのＨＡＲＱ通信を実施し得る。次いで、７０
４において、ＵＥ７０１はＨＡＲＱ通信中にチューンアウェイし得る。いくつかの態様に
よれば、ＵＥ７０１は、別の基地局、異なるエアインターフェース技術、異なる無線周波
数、異なるＳＩＭに関係するエアインターフェースなどにチューンアウェイし得る。その
結果、７０６において、いくつかのＰＤＵ送信または再送信は失敗した（または、失敗し
たと仮定される）可能性がある。７０８において、ＵＥ７０１は基地局７０３にチューン
バック（tune back）し得る。いくつかの態様によれば、ＵＥ７０１は、いくつかのＰＤ
Ｕ送信または再送信が失敗したと仮定し得、７１０において、ＵＥ７０１は、潜在的に失
敗したＰＤＵ送信または再送信のトランスポートブロックのすべてのＰＤＵを再送信し得
る。
【００５７】
　[0067]いくつかの態様によれば、ＨＡＲＱプロセス中の各トランスポートブロックにつ
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いて、ＵＥは、トランスポートブロック上のすべてのＲＬＣ　ＰＤＵを追跡し得る。たと
えば、追跡は、ＰＤＵがどの論理チャネルＩＤ（ＬＣ＿ＩＤ）に属するか、およびＰＤＵ
が制御ＰＤＵなのかデータＰＤＵなのかなどの情報を含み得る。データＰＤＵの場合、Ｕ
Ｅは、データＰＤＵのシーケンス番号を追跡し、セグメント化されたデータＰＤＵの場合
、セグメントオフセットとペイロードサイズとを追跡し得る。この情報を追跡することは
、ＲＬＣ　ＰＤＵの有効な自律再送信を容易にし得る。
【００５８】
　[0068]いくつかの態様によれば、確認応答モード（ＡＭ：acknowledgment mode）無線
ベアラの場合、制御ＰＤＵは再トリガされ得る。再送信されたＰＤＵは再び再送信のため
に出され（put up）得、新しいＰＤＵも再送信のために出され得る。
【００５９】
　[0069]いくつかの態様によれば、非確認応答モード（ＵＭ：Unacknowledge Mode）無線
ベアラの場合、ＵＭ無線ベアラは一般にＰＤＵを再送信しないので、ＵＭ　ＰＤＵは無視
され得る。代替的に、信頼性を向上させるために、ＵＭベアラＰＤＵは再送信され得る。
ＵＭのためのフラグメントＰＤＵはないことがあるので、ＵＭ　ＰＤＵを搬送するのに十
分な許可があることを保証するために特別なケアが使用され得る。
【００６０】
　[0070]いくつかの態様によれば、ＲＬＣ再送信は自律であった（たとえば、ｅＮＢによ
って要求されていない、Ｔ－Ｐｏｌｌ＿ｒｅｔｘ時間満了によって支配されていないなど
）可能性があるので、ＵＥに、ＲＬＣ再送信カウンタのためにこのタイプの再送信をカウ
ントしないことがある。いくつかの態様によれば、特定の否定応答されたＰＤＵが、早期
再送信により、ＨＡＲＱ再送信中であることをＵＥが識別した場合、ＵＥはｅＮＢからの
ＲＬＣ　ＮＡＣＫを無視し得る。
【００６１】
　[0071]いくつかの態様によれば、重複検出は、ＲＬＣ受信機が重複ＰＤＵを扱うことを
可能にし得るので、および全体的システムスループットに対するＲＴＴ効果により、チュ
ーンアウェイのコンテキストでは、ＰＤＵを重複させるという犠牲を払ってＲＴＴを低減
することが許容可能であり得る。
【００６２】
　[0072]図８は、本開示の態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作８００を示
す。動作８００は、たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０２）によって実施され得る。動
作８００は、８０２において、第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構
成要素を使用してＢＳとの通信（たとえば、ＨＡＲＱ通信）を実施することによって開始
し得る。
【００６３】
　[0073]いくつかの態様によれば、ＵＥは、ＲＬＣレイヤにおいて、トランスポートブロ
ック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを（たとえば、ＨＡＲＱ通信中に）追跡し得
る。たとえば、ＵＥは、１つまたは複数のＰＤＵの論理チャネルＩＤ（ＬＣ＿ＩＤ）と、
１つまたは複数のＰＤＵがデータＰＤＵであるのか制御ＰＤＵであるのかとを追跡し得る
。ＵＥはまた、データＰＤＵのシーケンス番号と、セグメントオフセットと、ペイロード
サイズとを追跡し得る。
【００６４】
　[0074]８０４において、ＵＥは、通信を実施しながら、第１のエアインターフェースか
ら第２のエアインターフェースへの無線構成要素のチューンアウェイを検出し得る。いく
つかの態様によれば、第１のエアインターフェースはＵＥの第１のＳＩＭに関連付けられ
得、第２のエアインターフェースはＵＥの第２のＳＩＭに関連付けられる。代替的に、第
１のエアインターフェースは第１のＲＡＴに関連付けられ得、第２のエアインターフェー
スは第２のＲＡＴに関連付けられ得る。
【００６５】
　[0075]８０６において、ＵＥは、チューンアウェイの完了時に、ＢＳへの再送信のため



(17) JP 6545725 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

に１つまたは複数のパケットをスケジュールし得、ここにおいて、１つまたは複数のパケ
ットは、チューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケット
である。たとえば、ＵＥは、ＲＬＣレイヤにおいて、チューンアウェイによりそれの送信
が失敗したと仮定されるトランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵ
を送信し得る。いくつかの態様によれば、ＵＥは、ＵＭ無線ベアラ上で１つまたは複数の
ＨＡＲＱパケットを再送信し得る。
【００６６】
　[0076]いくつかの態様によれば、ＵＥはまた、ＵＥとＢＳとの間のリンクの品質を決定
するために使用される再送信カウンタを維持し、自律再送信について再送信カウンタを増
分しないことがある。
【００６７】
　[0077]いくつかの態様によれば、ＵＥはまた、１つまたは複数のパケットのスケジュー
ル送信の後の時間期間内にＢＳからＲＬＣ　ＮＡＣＫを受信し、ＲＬＣ　ＮＡＣＫが１つ
または複数のパケットのうちのパケットに対応すると決定し、決定に基づいて、ＲＬＣ　
ＮＡＣＫへの応答を生成しないことがある。
【００６８】
　[0078]上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実施することが可能な任意
の好適な手段によって実施され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハー
ドウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。概
して、図に示された動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応するカウン
ターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。たとえば、図８に示さ
れた動作８００は、図８Ａに示された手段８００Ａに対応する。
【００６９】
　[0079]たとえば、送信するための手段は、ＵＥ６１０）の送信機および／または（１つ
または複数の）アンテナ６２０あるいはｅＮＢ６５０の（１つまたは複数の）アンテナ６
５２を備え得る。受信するための手段は、ＵＥ６１０）の受信機および／または（１つま
たは複数の）アンテナ６２０あるいはｅＮＢ６５０の（１つまたは複数の）アンテナ６５
２を備え得る。決定するための手段、維持するための手段、追跡するための手段、実施す
るための手段、スケジュールするための手段、および検出することは、１つまたは複数の
プロセッサ、たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ６１０）またはネットワークエンティティ
（たとえば、ｅＮＢ６５０）の図６に示されたプロセッサのいずれかを含み得る、処理シ
ステムを備え得る。
【００７０】
　[0080]いくつかの態様によれば、そのような手段は、（たとえば、ハードウェアでまた
はソフトウェア命令を実行することによって）様々なアルゴリズムを実装することによっ
て、対応する機能を実施するように構成された処理システムによって実装され得る。たと
えば、第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用してＢＳと
の通信を実施することと、通信を実施しながら、第１のエアインターフェースから第２の
エアインターフェースへの無線構成要素のチューンアウェイを検出することと、チューン
アウェイの完了時に、ＢＳへの送信のために１つまたは複数のパケットをスケジュールす
ることと、ここにおいて、１つまたは複数のパケットが、チューンアウェイにより、送信
されることに失敗した１つまたは複数のパケットである、を行うためのアルゴリズム。
【００７１】
　[0081]様々なアルゴリズムは、非一時的コンピュータ可読媒体であり得るコンピュータ
可読媒体によって実装され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ実行可能命令（
たとえば、コード）を記憶していることがある。たとえば、命令は、ＵＥ（たとえば、Ｕ
Ｅ６１０）またはネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ６５０）のプロセッサま
たは処理システムによって実行され、ＵＥ（たとえば、ＵＥ６１０）またはネットワーク
エンティティ（たとえば、ｅＮＢ６５０）のメモリに記憶され得る。たとえば、コンピュ
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ータ可読媒体は、第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用
してＢＳとの通信を実施するためのコンピュータ実行可能命令と、通信を実施しながら、
第１のエアインターフェースから第２のエアインターフェースへの無線構成要素のチュー
ンアウェイを検出するためのコンピュータ実行可能命令と、チューンアウェイの完了時に
、ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケットをスケジュールするためのコンピュ
ータ実行可能命令と、ここにおいて、１つまたは複数のパケットが、チューンアウェイに
より、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットである、を記憶していること
がある。
【００７２】
　[0082]本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを包
含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、
導出すること、調査すること、ルックアップすること（たとえば、テーブル、データベー
スまたは別のデータ構造においてルックアップすること）、確認することなどを含み得る
。また、「決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセ
スすること（たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、
「決定すること」は、解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを
含み得る。
【００７３】
　[0083]特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中
で使用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１
つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが
採用され得ることを意味する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを
含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合
せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがあ
る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば
、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項
目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なく
とも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ
（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【００７４】
　[0084]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、
レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で
知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッ
サが記憶媒体から情報を読み取り、および／または記憶媒体に情報を書き込むことができ
るように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと一体であり得
る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存
在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素とし
て存在し得る。概して、図に示された動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をも
つ対応するカウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。
【００７５】
　[0085]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェアまたはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専
用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではな
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く例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ
－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気スト
レージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を
搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もし
くは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。
また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ
）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイ
バーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびデ
ィスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、
光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク
（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク
（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで
光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである
。
【００７６】
　[0086]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるようにするために提供したものである。本開示への様々な変更は当業者には
容易に明らかになり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱
することなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した
例および設計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合
致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して基地局（Ｂ
Ｓ）との通信を実施することと、
　前記通信を実施しながら、前記第１のエアインターフェースから第２のエアインターフ
ェースへの前記無線構成要素のチューンアウェイを検出することと、
　前記チューンアウェイの完了時に、前記ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケ
ットをスケジュールすることと、ここにおいて、前記１つまたは複数のパケットが、前記
チューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットである、
を備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記第１のエアインターフェースが前記ＵＥの第１の加入者識別モジュール（ＳＩＭ）
に関連付けられ、前記第２のエアインターフェースが前記ＵＥの第２のＳＩＭに関連付け
られる、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記第１のエアインターフェースが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連付けられ
、前記第２のエアインターフェースが第２のＲＡＴに関連付けられる、Ｃ１に記載の方法
。
　［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のパケットは、
　前記チューンアウェイによりそれの送信が失敗したと仮定されるトランスポートブロッ
ク上で搬送された１つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記通信がハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）通信を備え、ここにおいて、前記１
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つまたは複数のパケットがＨＡＲＱパケットを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のパケットが、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおける再送信の
ためにスケジュールされる、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　非確認応答モード（ＵＭ）無線ベアラ上で前記１つまたは複数のスケジュールされたパ
ケットを前記ＢＳに再送信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記ＵＥと前記ＢＳとの間のリンクの品質を決定するために使用される再送信カウンタ
を維持することと、
　前記１つまたは複数のパケットの前記スケジュールされた再送信について前記再送信カ
ウンタを増分しないことと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のパケットの前記スケジュールされた再送信の後の時間期間内に前
記ＢＳから無線リンク制御（ＲＬＣ）否定応答（ＮＡＣＫ）を受信することと、
　前記ＲＬＣ　ＮＡＣＫが前記１つまたは複数のパケットのうちのパケットに対応すると
決定することと、
　前記決定に基づいて、前記ＲＬＣ　ＮＡＣＫへの応答を生成しないと決定することとを
さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおいて、トランスポートブロック上で搬送された１
つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を追跡すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　トランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを追跡することは、
　前記１つまたは複数のＰＤＵの論理チャネルＩＤ（ＬＣ＿ＩＤ）、および前記１つまた
は複数のＰＤＵがデータＰＤＵを備えるのか制御ＰＤＵを備えるのか、のうちの少なくと
も１つを追跡すること
を備える、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　トランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを追跡することが、
　データＰＤＵのシーケンス番号、セグメントオフセット、およびペイロードサイズのう
ちの少なくとも１つを追跡すること
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して基地局（Ｂ
Ｓ）との通信を実施するための手段と、
　前記通信を実施しながら、前記第１のエアインターフェースから第２のエアインターフ
ェースへの前記無線構成要素のチューンアウェイを検出するための手段と、
　前記チューンアウェイの完了時に、前記ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケ
ットをスケジュールするための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数のパケットが
、前記チューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットで
ある、
を備える、装置。
　［Ｃ１４］
　前記第１のエアインターフェースが前記ＵＥの第１の加入者識別モジュール（ＳＩＭ）
に関連付けられ、前記第２のエアインターフェースが前記ＵＥの第２のＳＩＭに関連付け
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られる、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　前記第１のエアインターフェースが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連付けられ
、前記第２のエアインターフェースが第２のＲＡＴに関連付けられる、Ｃ１３に記載の装
置。
　［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のパケットは、
　前記チューンアウェイによりそれの送信が失敗したと仮定されるトランスポートブロッ
ク上で搬送された１つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）
を備える、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記通信がハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）通信を備え、ここにおいて、前記１
つまたは複数のパケットがＨＡＲＱパケットを備える、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記１つまたは複数のパケットが、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおける送信のた
めにスケジュールされる、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　非確認応答モード（ＵＭ）無線ベアラ上で前記１つまたは複数のスケジュールされたパ
ケットを前記ＢＳに再送信するための手段
をさらに備える、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記ＵＥと前記ＢＳとの間のリンクの品質を決定するために使用される再送信カウンタ
を維持するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記再送信カウンタを維持する手段
が、前記１つまたは複数のパケットの前記スケジュールされた再送信について前記再送信
カウンタを増分しない、
Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のパケットの前記スケジュールされた再送信の後の時間期間内に前
記ＢＳから無線リンク制御（ＲＬＣ）否定応答（ＮＡＣＫ）を受信するための手段と、
　前記ＲＬＣ　ＮＡＣＫが前記１つまたは複数のパケットのうちのパケットに対応すると
決定するための手段と、
　前記決定に基づいて、前記ＲＬＣ　ＮＡＣＫへの応答を生成しないと決定するための手
段と
をさらに備える、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおいて、トランスポートブロック上で搬送された１
つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を追跡するための手段をさらに備え
る、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　トランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを追跡することは、
　前記１つまたは複数のＰＤＵの論理チャネルＩＤ（ＬＣ＿ＩＤ）、および前記１つまた
は複数のＰＤＵがデータＰＤＵを備えるのか制御ＰＤＵを備えるのか、のうちの少なくと
も１つを追跡すること
を備える、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　トランスポートブロック上で搬送された１つまたは複数のＰＤＵを追跡することが、
　データＰＤＵのシーケンス番号、セグメントオフセット、およびペイロードサイズのう
ちの少なくとも１つを追跡すること
をさらに備える、Ｃ２３に記載の装置。
　［Ｃ２５］
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　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して基地局（
ＢＳ）との通信を実施することと、
　　前記通信を実施しながら、前記第１のエアインターフェースから第２のエアインター
フェースへの前記無線構成要素のチューンアウェイを検出することと、
　　前記チューンアウェイの完了時に、前記ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパ
ケットをスケジュールすることと、ここにおいて、前記１つまたは複数のパケットが、前
記チューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットである
、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
　［Ｃ２６］
　前記第１のエアインターフェースが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連付けられ
、前記第２のエアインターフェースが第２のＲＡＴに関連付けられる、Ｃ２５に記載の装
置。
　［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数のパケットは、
　前記チューンアウェイによりそれの送信が失敗したと仮定されるトランスポートブロッ
ク上で搬送された１つまたは複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）
を備える、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記通信がハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）通信を備え、ここにおいて、前記１
つまたは複数のパケットがＨＡＲＱパケットを備える、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　前記１つまたは複数のパケットが、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおける送信のた
めにスケジュールされる、Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　第１のエアインターフェースにチューニングされた無線構成要素を使用して基地局（Ｂ
Ｓ）との通信を実施することと、
　前記通信を実施しながら、前記第１のエアインターフェースから第２のエアインターフ
ェースへの前記無線構成要素のチューンアウェイを検出することと、
　前記チューンアウェイの完了時に、前記ＢＳへの再送信のために１つまたは複数のパケ
ットをスケジュールすることと、ここにおいて、前記１つまたは複数のパケットが、前記
チューンアウェイにより、送信されることに失敗した１つまたは複数のパケットである、
を行うためのコンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読媒体。
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